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一
七
九
九
年
一
二
月
の
寒
い
冬
の
日
、
三
人
の
医
師
は
も
が
き

苦
し
む
病
人
の
傍
ら
で
沈
痛
な
時
を
過
ご
し
て
い
た
。
下
僕
の
シ

ー
ル
は
や
つ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
身
体
を
さ
す
っ
て
い
た
。
三
年

前
に
大
統
領
を
辞
し
て
い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
呼
吸
困
難
で
瀕
死
の

状
態
で
あ
っ
た
。

医
師
は
ク
レ
イ
ク
（
六
九
）
、
ブ
ラ
ウ
ン
（
五
二
）
、
デ
ィ
ッ
ク
（
三

七
）
の
三
人
で
挿
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
の
病
気
の
経
過
は

十
二
月
十
三
日
（
金
）
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
項
れ
た

十
二
月
十
四
日
（
土
）

型
一
・
○
○
呼
吸
困
難

型
ハ
．
○
○
発
熱
、
咽
頭
痛
、
嚥
下
困
難
、
呼
吸
困
難
、
発
声

困
難

下
僕
の
リ
ア
が
ク
レ
イ
ク
に
往
診
を
依
頼

鉈
ジ
ョ
ウ
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
死
に
つ
い
て

藤
倉
一

郎

、
七
・
三
○
潟
血
二
一
オ
ン
ス
（
三
五
○
四

酢
入
り
蜂
蜜
を
飲
ん
で
呼
吸
困
難
が
ひ
ど
く
な
る
。

皿
九
・
三
○
潟
血
一
八
オ
ン
ス
（
五
三
一
面
）

、
二
・
○
○
潟
血
一
八
オ
ン
ス
（
五
三
二
型

う
が
い
を
す
る
。
窒
息
し
そ
う
に
な
る
。

皿
三
・
○
○
デ
ィ
ッ
ク
到
着
潟
血
不
要
と
議
論

潟
血
三
二
オ
ン
ス
（
九
四
六
ｍ
）

皿
四
・
○
○
ブ
ラ
ウ
ン
到
着

カ
ロ
メ
ー
ル
、
吐
酒
石
服
用

皿
五
・
○
○
部
屋
を
歩
き
、
椅
子
に
す
わ
る
。

ま
も
な
く
ベ
ッ
ド
に
戻
る
が
呼
吸
困
難

皿
八
・
○
○
手
足
に
湿
布
、
喉
に
湿
布
を
す
る
。

状
態
は
ま
す
ま
す
悪
化
。

四
一
○
・
二
○
死
亡

ワ
シ
ン
ト
ン
の
死
亡
の
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
バ
ッ
ト
に

殺
人
罪
で
告
発
さ
れ
て
い
た
潟
血
の
唱
導
者
ラ
ッ
シ
ュ
は
勝
訴
し

た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
潟
血
は
有
害
で
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
念

が
広
ま
っ
た
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
死
は
彼
の
主
治
医
た
ち
に
よ
っ
て
、

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
国
内
は
も
と
よ
り
英
国
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の
学
者
に
よ
っ
て
も
又
新
聞
に
も
表
明
さ
れ
た
。
な
ぜ
二
三
六
五

ｍ
も
の
潟
血
を
一
二
時
間
以
内
に
お
こ
な
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う

な
治
療
が
本
当
に
有
効
な
の
か
。

ワ
シ
ン
ト
ン
の
状
態
は
炎
症
で
あ
り
、
炎
症
は
組
織
の
腫
脹
を

伴
う
。
し
か
し
主
治
医
は
今
日
の
抗
炎
症
剤
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。
主
治
医
は
潟
血
に
よ
り
皮
唐
や
局
所
の
血
管
筆
縮
を
き
た

し
気
道
の
腫
脹
も
と
れ
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
カ
ロ
メ

ー
ル
の
下
剤
で
脱
水
し
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
で
発
汗
し
て
、
湿
布
で

更
に
効
果
を
高
め
た
。
し
か
し
こ
の
処
置
で
血
液
は
粘
稠
に
な
り

脱
水
症
状
と
循
環
血
液
量
の
減
少
で
血
流
は
低
下
し
抗
炎
症
作
用

は
更
に
低
下
し
て
、
状
態
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
ワ
シ
ン
ト
ン
の
葬
儀
に
た
ち
あ
っ
た
友
人
の
ブ
ラ
イ
ァ

ン
は
扁
桃
炎
に
か
か
っ
て
、
多
量
の
潟
血
に
よ
り
救
命
さ
れ
た
。

ク
レ
イ
ク
は
そ
の
後
二
度
と
潟
血
に
つ
い
て
発
言
し
な
か
っ

た
。
ブ
ラ
ウ
ン
も
発
言
し
な
か
っ
た
。

デ
ィ
ッ
ク
は
潟
血
を
否
定
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
を
批
判
し
、
ク
レ
イ

ク
を
完
全
に
否
定
し
た
。
し
か
し
デ
ィ
ッ
ク
は
後
に
強
烈
な
反
対

論
か
ら
、
潟
血
の
有
効
性
を
認
め
る
発
言
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

ラ
ッ
シ
ュ
と
と
も
に
潟
血
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
目
さ
れ
た
。

デ
ィ
ッ
ク
は
後
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
市
長
と
な
り
、
ワ
シ

ン
ト
ン
の
誕
生
日
を
祝
日
と
す
る
こ
と
に
奔
走
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン

の
記
念
碑
の
設
立
に
一
役
か
つ
た
。
一
八
二
五
年
死
亡
し
た
。

（
一
期
会
藤
倉
病
院
）


